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	札幌医科大学 医学部 感染学講座 感染症学分野
	クラウドファンディングにご寄付を 　　
	500
	目標金額
	募集期間  　
	2026年　 月          日(月) 9時〜     月          日(水) 23時　
	万円
	ー北海道の医療を守る人を育むー
	現在北海道の感染症医療は、広大な土地に対して感染症専門医の数は十分とはいえず、地域間の医療格差や、専門人材の不足が深刻な課題となっています。そこで私たちは2022年にセンターを設立し、医療従事者向けの「感染症Webセミナー」を2年間実施してきました。多職種から高いニーズをいただき確かな手応えを感じたものの、これらは一時的な資金によるものでした。 公的資金だけに頼る環境では、この貴重な教育活動を「継続」することが困難です。
	もし今、資金が途絶えてしまえば、地域の医療従事者が感染症の知識を学ぶ機会が失われ、将来必ず訪れる新たなパンデミックへの備えが遅れてしまいます。地域の医療格差をなくし、どこに住んでいても安心な医療を受けられる体制を維持するため、広く皆様のお力をお借りしたく、クラウドファンディングへの挑戦を決意いたしました。第一目標として500万円を掲げ、感染症教育Webセミナー運営費や設備費等として大切に活用させていただきます。
	北海道に生きる人々の命を守り、確かな「安心感」をつくること。それが私たちの使命です。 この教育ネットワークを絶やさず、未来の地域医療を強固にするため、 皆様のあたたかいご寄付と応援を心よりお願い申し上げます。
	※本クラウドファンディングへのご寄付は札幌医科大学へのご寄付となり、税制上の優遇措置が受けられます。 ※本プロジェクトはAll-or-Nothing方式のため、募集終了日までに目標金額に到達しなかった場合、いただいたご寄付は返金いたします。
	札幌医科大学　感染症学分野　クラウドファンディング




